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本論文では, Fn = 22
n
+ 1と表されるフェルマー数, Mn = 2n − 1と表されるメルセン

ヌ数, Rn(a) = an−1 + an−2 + · · ·+ a+ 1と表されるレピュニット数について扱い, これら

の素因子または因子の形を考察する.

フェルマー数, メルセンヌ数の素因子については次の定理が知られている.

定理 1. n ∈ N (n > 1)とし, pをフェルマー数 Fnの素因子とする. このとき, pはある自

然数mを用いて,

p = m · 2n+2 + 1

とかける.

定理 2. pを奇素数とし, qをメルセンヌ数Mpの素因子とする. このとき, qはある自然数

lを用いて,

q = 2lp+ 1

とかける.

これらの定理を拡張し, レピュニット数に対する次の結果を得た.

定理 12. pを素数とし, qをレピュニット数Rp(a)の素因子とする. このとき, qは

q = p

であるか, ある自然数 kを用いて

q = kp+ 1

とかける.

さらに, 本論文ではこの定理の素因子の形を因子の形にまで拡張した次の定理を示して

いる.

定理 13. pを素数とし, dをレピュニット数Rp(a)の約数とする. このとき, dは

d ≡ 0 (mod p)

であるか, ある 0以上の整数 kを用いて,

d = kp+ 1

とかける.
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